
献の年曾ダイジェスト

LOJH3.14の溺B.{Ø，磁の且l.~t火Jf' C!.本令

の倣の~I!"訟が聞かれた.今lt!lは包本物J!ll~舎

の夫11l4fdffll分1降令と共同であった. flll ~正之総

のtr.々の刷想lな僧備によって令I，trlttI:tllこ勉め

bれ，針からゆIJ、終日有1で以仰のよいI}!合で

あった._令;JÇ'は約 ω~. 棋の年令ω とを

に始めての吠みとして〆イジ品且ト般会制集

したが，今It!lti少し形をかえてai'J(ω内仰を

紹介してみた.ヨヒω必修はずべて泊1集係にあ

る.

鮫抵1::創る矢文現象の漁絡について時11鉛された必蹴

から紹介し'Cいくことにしよう.先ず朋 11)51~，・には本

邦において限部1)に~ずるもの抱しないもの介{t.ζ6 悩

の減alの月による絡級が起り，その強初も自flζ3:.!!ttな

土地lごつい亡{主夫臨filfU表噂に拠えられているが.'fJt ・.=J.¥.IまR!にま下細なま安調を興えられた.妹1::¥11n 8 

8， X }J27日の金星の姥緩に，.tしCI主命凪の相まで考

慮1::人hて計算事?行った.又後利の狗l~tilまn岱湖のあ

たり事~~t聞からTffJl!に退る跡事'勿にして， それより磁

の'1fJ也しか限測11:\.*ないという'Q~ある~況事:4?:ず
る.叉J¥l13Sf.xl月14日iこは水且の日l削籾泌が泌り，こ

れについ'C鈴木徹倍氏がJt:rtの給燃や漕艇された本

郊にj.;~ 、ては丸られないものであるのが磁念である.

大分先のことになるが.19o5年四月20日比られる皆既

目食はその皆既継続時間が 7分餓に及ひ， コド邦の~<

手パ1I心開が通過し，本郊でも狩鎌j北約tのf千地では部分

食が弘られるものでおる.俄届慎重[:.事草原澄子14~.Eをの

以えた漁-"11こよれば，中心線{まパγコック ・守ニラ唱

の火官官市街泌泌する.又:JU)j(で(t:!t分 0.170. 問問で

は食分 (1.318の部分食が刈る. 61ド允のことではある

が十分技術された眼前j惨事'Wò.立し成以~粉げたレもの

である.

純度観測所の方々がFI依陣測に似!J1lし.C~}られる機

純につい℃いろいろ制べて報告された.公;，'村上海省

• J臨木.次のN~fモ{まリーフクー時計のふ舗がilUtゃ剣
~~と 4汀織があるの'(!はないか， と銭円敏悶限i期されて

その鮎*~解併され・c1J}る・叉高木倉次Jl:1まパンベル

ヒ・F'l ~1溌の不規制課鐙事.;1ilt関するために，村の間から

の不正と粉l$'tの傾きを{限定して期治的lζ取滋われた.

JIS滋民は鱒度観測にmい.cいる矢s'!棋のmIl立軸と水，'ll

判の傾~ψ1悦3年以来J)1ëI!測から解析して，これに I

~や混切とする艶化と 8~毘化のあることψ見出され

た.勿為ζの傾きはある程度大きくならな".!~合，鯨

皮lJl謝には{司等~聾して*ないものではあるが，毎日
使J1Jし ζ日られる挽岐についてこの械な毘化のあるこ

とや見出し，それがil1皮の型化による影。であると:m

関されたのは興味深〈舜賭した. !~.l東ぷ天文慌の宮地

政司・松本fJ渇l泌氏がやはり R ~首時刻jの観測に似:)f] し

て日られるチ午I~誌のマイクロ メーターのデッドそーシ

可 γ沙:r脅迫鋭の高度と可動糸のt喬Jifiの鋭敏で~化ずる

ことやいろいろの方前からj!{践し解析して報告された

のもここに合せて紹介きせて貰おう.

純度胆J!1)[1rの報告Ðtお7~星第 8宅告における純度日化

の報告 (J922.7-1035年)1こ1苦闘 lcrmがこ慣に含ま

れてしまっ.cいることについては既におの~(.:tでnu綿

忠沼氏が泌べられたことであるが.o的繁襲Eをはこの

{t'I!分な Ro、!IlO1'1Il ~取去ったものな求めて，これや
*村後.E{:のJIlI.、られた暗iI所式の中のあるヲ1.

~ { 川，仇川仙b恥1(0+川

と t比むべたと ζ ろ3非1ド'1常常によ〈一主致tするという給結.3泉R草~f得ijら

れた.印ち】沢t畑 t附e灯叩削rl刊III の繍正を入れナ;yyYPて"n、たため

lにこ，これらの羽のi必窃を渇大認してL、たことが明らか

になった碍である.

ラジオゾンデ糾IJいた高肘祭象限測の純泉から純度

慶化への録~trJ州況閉するこ とは. 制度問測所では大分
前から取上げられていた問賂であるが， 須川ヵ~(主 1

¥122 ~f以来の~':ira1.{象限浪1)の給裂を艇がjされて.llJ.の

ために~W;~の然併が傾3将司V起しこのために天頂が阪
〈という仮定のもとに解析した紡来週刊V占・された.そ

の結決水海に於tする風向と，そのときの叙略傾斜と，

帥度開測の結烈との間!こ夫荷車却婦のあること治・IJIIらか

となった，D!Iこ十分な高肘叙象の叡測が行われて貸籾

治\ft~に~~~られた闘にはさぞ耐白い給~がmられるに

キm藍ないと.mわれる.

池悶微iB尺{ま↑It9~得制度観測所などのf.!1rな号食事事か

ら糾度翻測の平均諜m~求め，この平均以mに~M~m

化があること.夕方眼測と民方廠測に於ける限強の犬

小， 限溺利治:殿測事'鮮1めて 1 年目と 2~司;n とではどの

{(i. .:!箆が小さ〈なるか.Weはこの銀法治;昆の赤締によ

ってどう~るか.島の光度によっては， 色によって

は，等々いろいろ興Eゃある報告をなされた.この殺傍

といい叉自U~の結飛といい，何れも署長泊された怠大な

観測データの波づけが命〈応じられる盟炎で，我荷の

f去に来る人々への白{壬が今さら痛悠させられるのであ

っ1.::..
さ・ζこのへんで一息入れるために.日本古代の天文

患についてJll介されたごつのお演についてお“するこ
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とにしよう.一つは静困~J:をの本郷絞古の版暦と思わ

れるよti主居についての紹介である.これは神奈川の金

i::1文庫に砿められていたのを同町窃見されたもので

どうしたものh腎の上半分の部分が訣けていて.従っ

て回附等の部分治亦切であったものを，いろL、ろの資

料から但元して， 13か年7E濁天日正保六年に作られた

ものと判定されたものである.今一つは所;;I'l{1山哲郎な

どψ泊して 18世紀の本邦夫文穆鮮に寄託を吐いた戸;ff

保{缶 (1;1ω-1784)が作ったと思われるi郁夫儀が，強

北大都他殺物理母敬愛!こ保存 ~tlていたのψ岡敬笠￠

加厳密維・小袋白須人の繭民が紹介されたものであτ

た.

間制絡よ誌の震袋{主日食に闘するものこつと木阜の徳

島現象に闘するものが行われた.後続準氏{ま 1¥)4.8年

V 月 9 円の日食に際して水F撃で悩~した鈎l分食の穏健

の乾叡を測定して，初筋の11寺刻を算出された.叉今岡

町月12日の白金に際して部分食織彩を行われた上回積

. 自震波2量次・今川文彦 ・~井政三 . /J、，*'*僚主主 ・軍属鹿.

男の千千民がその第一次報告をされ，乾板から食分事r出 4

すときの潤定法につきいろいろ有盆な顕治がかわされ

た.悶に鵠犠氏の算出された初師寺刻tまl'・141¥121.・
6で 0-01ま -4.18 である.木且の術品現象の嗣

測については竹内由民夫氏か涼年度 25悶の限測につき

波浪芯れた.これに開粉して，限測にmいた期ill般の

分解協の限界のために起る衛星の木島雨明治の後初時

の不蹴かさψ，霊童館計算によって求めた結*から昭治

されている.

Jtt五〈天文革審の2智雄政司氏の時刻保存の精度.及ひ蒋

;t-;:I将十比鮫後世と題するこつのー扮したWil却が為っ

た. ワシントン時を話継!として Ric(Jcr(R)，古賀水

，!1時計 (Q)の精度を調べられた所，現行の比較方法

の硝度4主主vmsとなり， 12m3>R>¥)Ill:f， C}I問>Q>

o ; Pl.w(血y)~， f言綴度 9o':.fl'，lHは{対日.tT1Jtともに

腿動があるが， Qではこれが極めて少ないIおである.

精度比較倣位は松本慎逸民との共同研究lごなるもので

らるが，園周 1mの圃筒を 1tJ: 2悶のl仰で砲し，主主包

滋!t1紙上lこ信銀を記銭する電波ø~ø安置で，水晶子よ
り波ずる 10∞サイクルを滋準とし・ζ肥織し，これに

同Jt~ 1-るおOサイクルで選句され，位相会的問の倍

敗t!.lナ正硝に担えることが凶来る仰になっている.記

t~紙上で 1m3 Iま2mmにあたり，この従般による各

組の鴛験結梨を報告された.

s!昆に制するものは紳周縫 ・..奇怨宛の両氏からm
MS&に腿粉する淡島容と砲して Enoko以下 13の

周JIII~Iこ鈎してこれに関車隠する流息鮮の有無を研究

されたもの，紳図EをEその 1827年第1"星について，

及び TωnpelSwi(t翠且の杭遣についての三つの総領

があった. l827年~n~星tまI}、合{tJ'内Eその計算によれ

ばi盟関 64年とされているので 19M&:手頃得邸の?きで

あるとLづ・買に静岡町主 1500~手却m;の間賞にある

毒事E!， 及び 11∞苦手籾鮮の自己践にあるむ1!1ìl~:問-tl!ß

ではないかといろいろの根蛾かI?ii~ じられたが興味あ

ることである.Tcmplc Swift ~1li1ま京~nxFJN邸ず

る漁港の割I!l誌であるが，その後の煽動の計算によれ{ま

近日勤通渇が 40B穏ずれるということや出世された

のである.

題期臨むIfJ関係と釦Etの艶る1勢f干のこ阻IUJ聞と回ナ

る司自泡定衛門氏の報告は，組i畠の周期と臨む叩の聞に

、ある相:IM~係書づ3邸内lこ泌べるために， 'riJ立が艶る筋

合のこ償問聞をー般的!こ取級うことす〆雁史的に測べら

れ，文その特殊の湖合に得られる解ψ求めて~じられ

たものでらった.繍太郎氏{主穆の年伶の盟'Nに!}J制い

てトーラスの土の特性幽級につき.特W!弘iAび遡閥解

の型を決定し，それらの分布の有税に従って分類した

結~を袈袋された.

月の資銀の 0-'0が 10必年にその法度を不組制

的に艶fむさせていることは予午鶴間測や姥J&&Il測でも

mめられていた所であった.関ロ直前民はもしこれが

地獄の自脚泌皮の型化によるものであれば.太~Mや内

感島の限測にも袈われなければならないことに終円さ

れ， WI凶hingtollや東ぷの限測事'tHめてその傾向が出

ていることを側べられた.

f，'，1滋811:視線合会:必く て会合されなかったが，11e忠
正久氏 rust天頂筒についてJ，秋山源氏「ヒルダの

fJlitJ.@期についてJ，.図鑑三氏「商iji円木における

ジオイドの艶化J・清水沼氏 r1Ji均WiT1巾i7kひ・幻酪に
見出されるチャ y ドラー泊期」の各J./Ijrj(がある併でゐ

ったことを附肥しておく.

館 2 自の&Ø~I主主主として天飽物瑚m関係であった.

最初1:， 一附年の砲文K~日食の観測制*'こつL、.C，刷

原氏と大淘~の絡があった. 側原畑氏(~it?ì1F)1ま日:ít

の時に径の閉るさの分布がどう型化ずるか合光也管で

隈!測してその結集者と窃!~的に波明しようと試みたので

ある.ー吠散.だけではとてもiaOOl-¥/，tされないので，

二次倣織まで計算しなけれは・ならなかった.そのため

に計1f.11ご.積分や三m租分が山てきて，かなり銀総

であったが，崎原氏はこれによって日食仰の制lna6tr~

大鶴総闘することができたのであった，的勝路犬氏(Jn
北大〉はかつて問樋の問問を取級った締験から，1政徳i
Iこともなう偏光前?の問阻などにつき，望箔7守子ユの質t挺曜やJ

檎事安旨しておられた.穴渇清甥氏(頁!;;(うだ文畿〉の4上司F

{ま，やはり光電管で測ったのである渉むその尉象はヲミ
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きさではなくて，太蹴の紋の泣くの郷度分布であった.

これtまもちろん直接に測る こ とはで~ないから，ユリ

ウスの方法とよばれる方法で間援に測ったのである.

つまり，日食のとき食越前後のご三分間には，太陽は

“鎌の刀"から Hペイリー ・ピ【'7."" 1となり，ふたた

び鰍い "t畿の刃"にもどるのであるが，その余砲の明

'るさを組領的に，締繁!こ配線したのである. この9e¥践

をとることは1(liこ技術的なil:務であるが，そのあとの

盤溜つまり太陽の絵の~11Jl:分布令算出するために積分

方隷式令解く のがーと仕事である.この肱侃{計算につ

いて，大?喰氏はいろいろの方訟を択みたが，結向次の

踊りような結朱を得た.防線でかL、たのは， 1036年。

月の回会〈北海道で見られた) Iとオラ'/~のウ ~'/ セ

リンクが協同で隈測した紡燥を用いてコパル沙なf詳し

た都決である.今度の紡泌がコパルの結泌とよく合わ

ないのは，後者があまり蹴い続樹党タ附lした錦ではな

いiJ>'乏，大河氏{ま考えて工、るようである.
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次{ま野附暢夫氏・OI!J;()~文萩〉のヨロナグラフにつ

いての間前'(!，級車h直後のi判~~な諸機体の 111で肱験問

mlj~始め，滋iこ燦紋掃で.tfI1制の悶測1::成功し，つづい

て常時観測所ν建設するまでの苦心がしのばhた沙ら

これについては本誌にもずでに制介されたから，こ こ

では符歯科しよう.

次{主末光司恵三郎氏〈淑以天文桜〉 の “*蹴必湖沼jJj長

のスペクトル"でらる . 現!JjC)史文革誌の錨~f}i必鍛{主総股

後ようやく 11年と人とそ制て，本絡的使用の域1::(まいっ

たよ うである治主格の年合におけるフラウνホ目7 ァ

ー蝕のか>1l1ivnlcntwidthの預術的嗣測から一歩誕ん

守，今i吋の鵬首~(ま燥現現叡やキZß~径のスベクトノレにつ

いての般測紡浪であった.この仕事につい.C(ま，特別

なスベクトロへリオス コープ式のガイド裟世や，自記

守イタロ 7* トメーターが必~でるった治主これ{ます

べて末光氏治略察し，組立てたもの守ある.大憾の繰
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設現象{ま，地時の'i1l雌併を~L してデ !J '/ジ ゃー現象~t"

i凶させるi原因として荷名であり，この方図からもその

本絡的な研究が説明されているのである.この現匁の

とき7M誌の Hε 線，世縫カルシウムの I王， K線の現

絢l棋の輪腕の翻muとその理論的解僚とが，このE抑制の

を.な内務で為るが，米元氏{ま71<孫娘!とはiA1度;(iOOOO。
のド y プラー側， カルシワムの餓にはダンヒ・ング脳が

最もよ〈らてはまるとL、う結よ従事'示して特1::注目をひ

いた.最近外図特!こイギリスでは，銀盟I侍の郷線の形

ずピシュタルク主主必やゼーマ γ数烈でi税関しよ うとする

人も多いが， この1制a刷i討測11制IIJリ紡来‘安合}比4れlぱま. そのような結J

{はま糾4し<I出J1すこと{はまできないとa必似われる.米元氏は

さらに竿毛主任における Iむ節制の間隔は然駄に近づ〈

!こつれてせま 〈なることそ指摘し， この現象{ま双る物

犯IJ的僚flf'-の5総見されているrlJl而jが烈紛のlli傍では向い

νベルにあると考えれば，うまく li定明されることや股

明した.

~~-Æ氏(海上保安111\) (t "Ccphci<1嬰光星のf'.J~切

銃使関係についてH とL、う，円本では珍らしい研究令

現災した..!:ll.の服l助の:t'p.~命によると ， この極の~光阜

の却期と平均繁1Jlpとの間には，いわゆる周期続度関

係:

P pl/2=常敏

とL、うl鍋係があるはずである.ところが1If際の掛光晶

については常敏そ計算してみると，スペクトル!fllによ

ってその他が系統的に湿っている.守永氏{主張少こ祭

器長lどよってパラ メーターを決定して，ー叡!こ次のよう

な糊係があること宏示した.
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loy P O).( = 2.a T-3.0 

ただしTIま経の表面の湖度に比例するi主である.

第 2 日午後の部{主小尾信殉~ (必f京天文筆〉の“01

及び ~CV の 3P_JD 線の MIIJtiplet Inten，itim"と

いうE採決で始まった.

惑星獄昆虫[ま大きくひろがったfl¥1il1lな畠Z援物'f!.l.をも
ち，そのようなガスの中でのみとの趨のような録制棋

が2更生し得るのである.従って惑星妖星雲の物~I的性

欲望t鉾し〈調べるためには務制線，特lこ強〈凶ている

01及びNcV の ~P- ゆというスベ クトル綿の諸i

移磁不幸~.iE胞に計算しておかねばならない.J:t面白から

この計算は他の人法によってなされて{まいたが，いず
化

れも十分にiEli'{iiとはいえないものであった.というの

はこの禁制線の強度を計算するためには， ;遜移する電

子に卸してスピンと軌道との相互作}lj，他の電子とス

ピンとの相互作用，及び相互のスピン軌道の相攻作用

を考えに入れなければならないのであるが，ここまで

鉛管にやった人はなかったのである.今i田小尾氏{まナ

べての相互f'r，mを考えに入れ， しかもすべての仰にm
t命館をJljl，、て討算したのでらるが，その結-*前よりも

綴測結}こ近い値合得ることが出来た.すなわち今m分

離は前より良好となりこの滋移によるこ震観の強度の

比{主以前 Pasternnckの出 した他よりも質際に近いこ

とが示されたのであった.

次いで大磁直明氏(東大)Iま縮退祭憶におけるj伏1ぷ
方程式についてのぺた.白色緩星は草野度以水の 10G倍

から 107倍もあり，内線{ま金脇のよう なj伏態で，原子

はすべて屯鯵し，電離した電子(ま縮i起した祭段となっ

ている.と=惨えられてゐるこの綿必須慢の紙態方穆~t
z.. mチ-biC子綾， 恒予ー電子の相 It:~I斥力がないも

のと{限定して作り，それを遂として昆の貨危やや径を

計算してみると，限測値と合わない.これ{まも とのJ伏

n.~方程式がイ完治微だったからであろう.大脇氏{主各粒

子聞の相互引斥ブ]~戸考えに入れた 方穏式を作ってみ

た.これは原子を ThOl1l1¥';-Fcrmiの作った模地でお

きかえて計算したのであるが.それによると依務皮で

はこれらのブJそ考えに入れない時よりも路縮構が小さ

〈なり，大統皮となるにつれて滑すことがわかった.

質際の且にはまだ臨用してないが， ~fí注とや筏の胤係

{主今迄のとは鑓ってくると思われる.

海ff和三郎氏 Clf!大)及び宮本正太郎氏〈京大)I主

夫4 “ザyストラ放浪"について述ぺた.Zl¥mtrs放

処と{ま，王手の年命のときの鱗説lこもらったように，感

&獄畠5認において今まで非常に強いと劣えられていた

水採のライマン・アルフア線による騎射酪が，きわめ

て弱くなるということである.t;l，IIち棋の綴を考えるこ

とによって邸純な共鳴線でなくなるのである.Z，. llS tm 

はこの窃柄を物別!的な考えからしたのであるが.1飯野

民と宮本~とはこれ~もっと~宇しく精併に研究して貸

際にそれ、う理解貨が出&1illlJ(1i!~内に有り仰ると L 、うこ

と少将の感舎でも示した.海野氏[ま今度この方w式の

ilI似合ll!に遜め，厄介な主u立償分方程式会質際に解い

て LymJ\lI α 線の腕射肢は淡町ではもとの佑 lû-~，

内部では1O-~となること~示したのであった.

一方自;.t>:.fモ{ま，このZall，trncrc∞t ~.如何なる僚件

の下で起るものであるかψ調べた. その給月~ Z:II込trl¥

e[(ectが起るかどうかを決定するものは.いろいろあ

るが主にその大気の荷i偶因倣(W)と呼ばれる紋である

窃がわかった.というのは，全〈幾何怨的なもので，

阜の大気が大き〈ひろがって¥.，tLば小さし大%が小

さ<'C2ft加に近くなるね 1に近くなる.]3(>1(!iとL、ふ特

異阜では W が0.001裕度で ZUllltl・叫数採はきかず，

.記長昆1/)i;8震では w=10- 1，利で大~<きいてくる.

叉Bc星では14外部で lOO(f，: rn組制限が大~<なること

が示された.

これに引制~ .~込・木氏{ま太限彩M-の~LælこつL、・ζ::命じ
た.太陽光球の泌II1lが約 6∞o。であるに~r し，彩縦{ま

350000程あるらしいということが必近発くの人法によ

って主張さ.れており，目食時に1りられる7M廷の閃光ス

ベクトルの続聞には都合がよいのではあるが， 一方不

合型p.なE占もいろいろ出て来た.ぬ・2松氏{まIIeのスベク

ト，a..似の強度合この滋度について計算し-C，350000な・

るi&i!度にあり得ないことる?示したのであった.宮本氏

{ま彩賢治:350∞。lとあって，7k紫とヘリウムとの組成比

が6: 1 と似定ずると， ~・然影府のスベクト，1，. '1'には紬

泊された中性及び一次也般のへリウムの駁牧蝕がJ.l.え

ることになる.所治.1!f燃のスベクトル中にはこのよう

な He制{主観測されて'¥.、ない.従って 35000。という

7.lirlMには有り得ないというのである.それでは仰向背水

銀のJ3almcr 線が 35似泊。と L 、う河i~k示ナのでらろ

うか.13:lImor 似の強さは7)(琉町{了・の凶~1凶l伏般にある

民(二子の般によるのでhり.iJ..1lJl.::o:上れば1T<なるけれ

ども，もっとinoe:o:悶くなると7k泌以.f-Iま電離してし

まうので劫起妖態lとある!倣は減る.従って同じm皮1こ

崎して，高低二つのiJ.:1皮カ:到臨するから. 36(100
0
は

ir6い方にあたり低い方の温度 100∞。をとればHcの

脇宏も{滋胸出来ると¥..うのである-

~Iま必近東京矢文萩で行われてL 、るÿÇHf!也被観測~

1詑lこ闘する駒紛である.職If~f'" 主連J.l.された大筋也被の

問題は，職後念激}こ聾度し，矢印物理l![#l上部JIIl的な新
分野安聞いた.到!J;(天文畿では昨年周波数 2∞;¥[0の

観測笈俊安完成し，今年新たに 2萩〈以下].11交へ〉
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を作り 200i¥IOと同時観測を行っている.

ζの 2携の観測袋置について鈴木.~雄氏 CWJ主夫文

高) のiäO~があったく代被).受f流用アンテ ナ{ま

100:1¥10 1とは5努紫のご翫八木武謹直{日波

ω~[Cには 5要素八木式水平価波

であって， 共1::製錦儀式!と煩附けられている.受信袋

町で波;官ナペ~!占tま，丸吻電波の強度1::比絞してセヲ

ト自身の君愛するノイズが 10倍.f.'.l;kきいのでセ?トの

安定性を良くせねばならぬ.そのためA電線には錨共

綴式.B電源には.a:lre管式定寵麟俊慨をJ1i'l.、た.自記

肥鍛袋i況の紙の速度{ま毎11年 240mm， 毎分 601l1m，

120mll¥. 240rrnnの4つで，もっと泌いものが峻まし

いとのことである.叉 30分4!に大闘に向け， "ij)(/ま標

t白紙抗をAれ-cch1ibrntiol1をやるとのことでるる.

以上のぺた 2つの機織及び 2∞MC機の3-;j皆同時限

測による結来を畑中武夫氏・ 鈴木.捻氏 ・守山史金氏

ClI!)j(天文書長)か澗倒した.

コに硝電波の観測中，パースト と呼ばれている短い燦

習に，小さいコプが伴っていることが凡制された.こ

れも太腸大筑中で盟主主した電波が，一度太陽にもど

っ.c反射されてくるエコ戸現般と勿えると， r時間のお

くれと強さが滋関される.

また 2∞1¥10，1∞'MO， 60MOの三つで伺時アウト

パーストが観測された.このときi也員白紙の記録1こは太

陽商線型現象による型動治;記録されている.よって太

陽磁の爆裂によるものであるカ九作波長でほとんど同

時に始まっていることが診ら~しおそらく宇宙線1::

艶化が見られる42ではないかと推察した. <*醜:~高 129

ll，部 1腕診照〉

扱後の 2つは宇宙桝結論iこ闘する/lfJ組である.初め

i高木i;tl技E;(東大)は銀河吸収貯についてのぺた.銀

河商)lIOと吸4文書fがあることは既iこ知られているが，

それは今まで銀河から惑の〈と鴻いとさ~lていたが銀

河筒では一様とされていた.錦木炭t主総燃星閣の色超

揖によってもとめた結決による と，吸J波k.ttま_.*::告にゐ

るよりもむしろ拠;民会なして方々に慰獲し鋭制赤道商j

が最も械で，それより蹴れる!と従って次的lこ泌〈なっ

てL、<.叉sa河巾心lこ行<，こつれて限状k.t/まl!;l<叉浪

宇野となっていることが示された.

黙のJ事合}こ於て成ヰ目秀干氏{ま Hir]tofrによって縄問1

された相狩論がヂ宙論lこE渡期し得ることク示したが，

今leJ更にその他の字宙論即ちA.膨JIU宇宙. l~主.RI.りI)l以.11.'附、、川'

sω00 の?学p'[宿g愉との闘係G含r論じた.その結果通常の~服

宇宙に於ては，膨脹!と際しては補助的S次元港問内に

窃-!:lして膨JJJ~に1'1! う滋励のみを持つ物賢治:{F(I: し似る

が， BirkoHの字筒輸ではかかる物質{ま祢校せず，膨

艇と共1::粉:予の有Illl)J的 3~元怨Rnlこ蹄ナ副部助，印ち

一緒のささ間的問有滋動を千j!わねばならない.{Itし特別

な艦隊の場合及び ρ=0 (ρ:物質alll)のゆ合には

通常の膨sfA宇宙に蹄百ぎして同じ解叙が成立する. Ru .. 

bcrtc;on宇宙協は )foll1oの滋動指rY1字ttia命令滋lごし

た膨服宇宙愉であって )Iilno と反問lこ時事実の待問性・

?:ま挺するものである.成相民{土 Bil'koffの下宿泊は

この?筒怖の formnliSIllには一般に合まれず， 又特

別な総阪の'11何千lこは RobortSOlJ の特殊な場介とー放

ナる.又統計的粒・F-な;考えると RCJbcl'約QIlの'j-!Hl愉で

1 .， A tま朕ブIJP，草野皮んとの聞に P/cz....;ρ+百なる閥

係が成立ナるが 13i)'koHの宇宙拘では成立しない

m加として前阿行われる笥であった切岡正貧民{締

度観測所Jの H マイクロメーターの遊びのiJ!リ).i!"なる

蹄泌がらった.制度観測にJIJ'I.、る5Rrti悦のマイクロメ

ーターの;盤びがどの械に測定の狭aに人つCくるかψ

昨日の，/:i;t也氏と阿械ドろいろの質験から解析したもの

である.また服部忠彦氏(綿.~観測IJY() /ま)<f.inヌJl'(慌

の限泊リ結局4から風の対~U訟をき~，;いI::mいた. これは，

宅普通のヌr.l-'{儀で腕測した場合とは遡lこ， ヲミmf災仁1身lこ

夙が作用し℃挽l立命狂わせるような傾向であり，その

f在も場えられるねIIIのものであること会示した.
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